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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の方法であって、
　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信するこ
とと、
　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信することと、
　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信することと、
　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信することと
　を備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータのロ
ケーションを特定するスケジューリング情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータの前記ロケーションを特定するスケジューリ
ング情報を含み、前記第２のデータが前記第１のデータの冗長コピーである、方法。
【請求項２】
　第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報を送信することと、
　前記第３のサブフレームにおいて、第３のデータを送信することと、
　第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報を送信することと、
　前記第４のサブフレームにおいて、第４のデータを送信することと
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第３のデータおよび前記第４のデー
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タに関する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報
を含み、
　前記第３のＳＡ情報は、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報を含み
、
　前記第４のＳＡ情報は、前記第４のデータに関する情報を含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータが送信される第１の時間、前記第１のデータ
が送信される第１の周波数、前記第１のデータのロケーション、前記第１のデータの変調
、前記第１のデータのコーディングスキーム、前記第２のデータが送信される第２の時間
、前記第２のデータが送信される第２の周波数、前記第２のデータのロケーション、前記
第２のデータの変調、または、前記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なく
とも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータが送信される時間、前記第２のデータが送信
される周波数、前記第２のデータのロケーション、前記第２のデータの変調、または、前
記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記第１のＳＡ情報または前記第２のＳＡ情報のうちの少なくとも１つのための時間ス
ロットをランダムに選択することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケータを
含み、前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケー
タを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＳＡ情報はさらに、第１のタイミング情報を含み、前記第２のＳＡ情報はさ
らに、第２のタイミング情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のタイミング情報は、第１のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を備え、前記第
２のタイミング情報は、第２のＳＦＮを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信するた
めの手段と、
　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信するための手段と、
　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信するための手段と
　を備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータのロ
ケーションを特定するスケジューリング情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータの前記ロケーションを特定するスケジューリ
ング情報を含み、前記第２のデータが前記第１のデータの冗長コピーである、装置。
【請求項１０】
　第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第３のサブフレームにおいて、第３のデータを送信するための手段と、
　第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第４のサブフレームにおいて、第４のデータを送信するための手段と
　をさらに備え、
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　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のデータ、前記第２のデータ、
前記第３のデータ、および前記第４のデータに関する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のデータ、前記第３のデータ、および前記第４
のデータに関する情報を含み、
　前記第３のＳＡ情報は、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報を含み
、
　前記第４のＳＡ情報は、前記第４のデータに関する情報を含む、請求項９に記載の装置
。
【請求項１１】
　前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータが送信される第１の時間、前記第１のデータ
が送信される第１の周波数、前記第１のデータのロケーション、前記第１のデータの変調
、前記第１のデータのコーディングスキーム、前記第２のデータが送信される第２の時間
、前記第２のデータが送信される第２の周波数、前記第２のデータのロケーション、前記
第２のデータの変調、または、前記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なく
とも１つを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータが送信される時間、前記第２のデータが送信
される周波数、前記第２のデータのロケーション、前記第２のデータの変調、または、前
記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含む、請求項９に記載
の装置。
【請求項１３】
　前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケータを
含み、前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のＳＡ情報送信の現在の送信番号のインジ
ケータを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信装置におけるプロセッサによって実行されるとき、前記ワイヤレス通信
装置に、請求項１～８のうちのいずれか一項に記載の方法を実行させるワイヤレス通信の
ためのコンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ読取可能な媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]この出願は、２０１５年１１月４日出願の「LTE-D COMMUNICATIONS FOR V2X APP
LICATION」と題された米国仮出願第６２／２５０，９３１号と、２０１６年８月２５日出
願の「LTE-D COMMUNICATIONS FOR V2X APPLICATION」と題された米国特許出願第１５／２
４７，７３９号との利益を主張し、これらは、これらの全体が本明細書において参照によ
って明確に組み込まれている。
【背景技術】
【０００２】
　分野
　[0002]本開示は、一般に、通信システムに関し、さらに詳しくは、スケジューリング割
当およびデータ送信に関する。
【０００３】
　背景技術
　[0003]ワイヤレス通信システムは、テレフォニ（telephony）、ビデオ、データ、メッ
セージング、およびブロードキャストのような様々なテレコミュニケーションサービスを
提供するために広く展開されている。ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリ
ソースを共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を適用し得る。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、単一キャリア周波数分割多元接
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続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これら多元接続技術は、異種のワイヤレスデバイスが、市レベル、国レベル、地
方レベル、および地球レベルでさえも通信することを可能にする共通のプロトコルを提供
するために、様々なテレコミュニケーション規格に採用されている。テレコミュニケーシ
ョン規格の例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥ
は、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によって公布され
たユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格に対
する拡張（enhancements）のセットである。ＬＴＥは、ダウンリンクにおけるＯＦＤＭＡ
、アップリンクにおけるＳＣ－ＦＤＭＡ、および多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術
を使用して、向上されたスペクトル効率、低減されたコスト、向上されたサービスによっ
て、モバイルブロードバンドアクセスをサポートするために設計されている。しかしなが
ら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けているので、ＬＴＥ技術
におけるさらなる向上を求めるニーズが存在する。これら向上は、これら技術を適用する
他の多元接続技術およびテレコミュニケーション規格に対しても適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]ビークルツーエックス（Ｖ２Ｘ）アプリケーションのコンテキストでは、ビーク
ル（vehicles）は、高い移動速度および／または密度（density）を有し得、それは、レ
ガシー通信システムにおけるパフォーマンスを著しく低下させ得る。したがって、Ｖ２Ｘ
のための通信システムを修正することは、有利であり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]以下は、このような態様の基本的な理解を提供するために、１つまたは複数の態
様の簡潔な概要を提示する。この概要は、考慮されるすべての態様の広範囲な外観ではな
く、すべての態様の重要な要素または決定的な要素を特定することも、任意のまたはすべ
ての態様の範囲を線引きする（delineate）ことも意図されていない。この概要の唯一の
目的は、後に提示されるより詳細な説明に対する前置きとして、１つまたは複数の態様の
いくつかの概念を、簡潔な形式で提示することである。
【０００７】
　[0007]上記で議論されるように、Ｖ２Ｘアプリケーションのコンテキストでは、ビーク
ルは、高い移動速度および／または密度を有し得、それは、レガシー通信システムを使用
するＶ２Ｘ通信のパフォーマンスを著しく低下させ得る。パフォーマンスは、以下の理由
によって、低下され得る。第１に、各Ｖ２Ｖ送信は、顕著な帯域内エミッション（in-ban
d emissions）へ導き得る。第２に、スケジューリング割当（ＳＡ：scheduling assignme
nt）送信における持続的な（persistent）干渉が、パフォーマンスの低下へ導き得る。い
くつかのシステムでは、ＳＡ送信は、決定論的な（deterministic）ホッピングパターン
を使用し得る。決定論的なホッピングパターンを使用することは、持続的な衝突へ導き得
る。衝突は、２つ以上のＵＥが、同じ第１のＳＡリソースを選択し、第２の送信のために
も、同じリソース上で送信するであろうときである。この後、ＳＡが復号されることがで
きないのであれば、データもまた復号されないことがある。
【０００８】
　[0008]この開示の態様では、方法、コンピュータ読取可能な媒体、および装置が提供さ
れる。装置は、第１のサブフレームにおいて、第１のＳＡ情報を送信するように構成され
る。装置はさらに、第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信するように構成さ
れる。装置は、第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信するように構成され
る。装置はまた、第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信するように構成され
る。第１のＳＡ情報は、第１のデータおよび第２のデータに関する情報を含む。第２のＳ
Ａ情報は、第２のデータに関する情報を含む。
【０００９】
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　[0009]先述した目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、以
下に十分に説明され、特許請求の範囲において特に指摘されている特徴を備える。以下の
説明および添付図面は、１つまたは複数の態様のある例示的な特徴を詳細に記述する。し
かしながら、これら特徴は、様々な態様の原理が適用され得る様々な手法のうちの単にい
くつかしか示しておらず、この説明は、このようなすべての態様およびそれらの等価物を
含むことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの例を例示
する図である。
【図２Ａ】[0011]図２Ａは、ＤＬフレーム構造のＬＴＥの例を例示する図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥの例を例示する図であ
る。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ＵＬフレーム構造のＬＴＥの例を例示する図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥの例を例示する図であ
る。
【図３】[0012]図３は、アクセスネットワークにおけるエボルブドノードＢ（ｅＮＢ）お
よびユーザ機器（ＵＥ）の例を例示する図である。
【図４】[0013]図４は、デバイスツーデバイス通信システムの図である。
【図５】[0014]図５は、ライセンスされた帯域におけるＬＴＥ－Ｄトラフィック設計を例
示する図である。
【図６】[0015]図６は、本明細書で説明されたシステムおよび方法に従って、同じサブフ
レームを使用して送信されるＳＡおよびデータの例を例示する図である。
【図７】[0016]図７は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図８】[0017]図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図９】[0018]図９は、典型的な装置における異なる手段／コンポーネント間のデータフ
ローを例示する概念的なデータフロー図である。
【図１０】[0019]図１０は、処理システムを適用する装置のためのハードウェアインプリ
メンテーション（implementation）の例を例示する図である。
【詳細な説明】
【００１１】
　[0020]添付図面に関連して以下に記述される詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図されており、本明細書に記述されている概念が実現され得る唯一の構成を表すことは意
図されていない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供することを目的とした具
体的な詳細を含む。しかしながら、これら概念は、これら具体的な詳細なしで実現され得
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成およびコンポ
ーネントが、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で図示さ
れる。
【００１２】
　[0021]テレコミュニケーションシステムのいくつかの態様が、様々な装置および方法に
関して提示されるであろう。これら装置および方法は、以下の詳細な説明において説明さ
れ、様々なブロック、コンポーネント、回路、処理、アルゴリズム等（集合的に「要素」
と称される）によって添付図面において例示されるであろう。これら要素は、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはこれらの任意の組合せを使用してインプリメ
ントされ（be implemented）得る。これら要素が、ハードウェアとしてまたはソフトウェ
アとしてインプリメントされるかどうかは、特定のアプリケーションと、システム全体に
課せられる設計制約とに依存する。
【００１３】
　[0022]例によって、要素、要素の任意の部分、または、要素の任意の組合せが、１つま
たは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてインプリメントされ得る。プロセッ
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サの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィック処理ユニット（Ｇ
ＰＵ）、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システ
ムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロ
ジック、ディスクリートハードウェア回路、および、この開示を通じて説明された様々な
機能を実行するように構成された他の適切なハードウェアを含む。処理システムにおける
１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフトウ
ェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、または
この他として称されようとも、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコンポーネント、アプリケーショ
ン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン
、オブジェクト、実行可能ファイル（executables）、実行スレッド、プロシージャ、関
数等を意味するように広く解釈されるものとする。
【００１４】
　[0023]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、記述された機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せにおいてインプリメントされ得る
。ソフトウェアにおいてインプリメントされる場合、これら機能は、１つまたは複数の命
令またはコードとしてとして、コンピュータ読取可能な媒体上に記憶され得るか、または
、コンピュータ読取可能な媒体上で符号化され得る。コンピュータ読取可能な媒体は、コ
ンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることがで
きる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、このようなコンピュータ
読取可能な媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、電
子的消去可能なプログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスク記憶装
置、磁気ディスク記憶装置、他の磁気記憶デバイス、前述のタイプのコンピュータ読取可
能な媒体の組合せ、または、コンピュータによってアクセスされることができる命令また
はデータ構造の形式で、コンピュータ実行可能なコードを記憶するために使用されること
ができる他の任意の媒体を備えることができる。
【００１５】
　[0024]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の例を例示
する図である。（ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）とも称される）ワイヤレス通
信システムは、基地局１０２、ＵＥ１０４、およびエボルブドパケットコア（ＥＰＣ）１
６０を含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力セルラ基地局）、および／または、ス
モールセル（低電力セルラ基地局）を含み得る。マクロセルは、ｅＮＢを含む。スモール
セルは、フェムトセル、ピクセル、およびマイクロセルを含む。
【００１６】
　[0025]（集合的にエボルブドユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
ＵＭＴＳ）地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）として称される）基地局
１０２は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インターフェース）を通してＥＰ
Ｃ１６０とインターフェースする。他の機能に加えて、基地局１０２は、以下の機能、す
なわち、ユーザデータの転送、無線チャネル暗号化および解読、完全性保護（integrity 
protection）、ヘッダ圧縮、モビリティ制御機能（たとえば、ハンドオーバ、デュアル接
続）、セル間干渉調整、接続セットアップおよびリリース、負荷分散、非アクセス階層（
ＮＡＳ）メッセージのための分配、ＮＡＳノード選択、同期、無線アクセスネットワーク
（ＲＡＮ）共有、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）
、加入者および機器トレース、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ）、ページング、位置決め（posi
tioning）、および、警告メッセージの配信のうちの１つまたは複数を実行し得る。基地
局１０２は、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して互
いに直接的または（たとえば、ＥＰＣ１６０を通して）間接的に通信し得る。バックホー
ルリンク１３４は、ワイヤードまたはワイヤレスであり得る。



(7) JP 6888018 B2 2021.6.16

10

20

30

40

50

【００１７】
　[0026]基地局１０２は、ＵＥ１０４とワイヤレスに通信し得る。基地局１０２の各々は
、それぞれの地理的カバレッジエリア１１０ために通信カバレッジを提供し得る。オーバ
ラップする地理的カバレッジエリア１１０が存在し得る。たとえば、スモールセル１０２
’は、１つまたは複数のマクロ基地局１０２のカバレッジエリア１１０とオーバラップす
るカバレッジエリア１１０’を有し得る。スモールセルとマクロセルとの両方を含むネッ
トワークは、ヘテロジニアスなネットワークとして知られ得る。ヘテロジニアスなネット
ワークはまた、ホームエボルブドノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を含み得、それは、ク
ローズド加入者グループ（ＣＳＧ）として知られている制限されたグループへサービスを
提供し得る。基地局１０２とＵＥ１０４との間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基
地局１０２へのアップリンク（ＵＬ）（逆方向リンクとしても称される）送信、および／
または、基地局１０２からＵＥ１０４へのダウンリンク（ＤＬ）（順方向リンクとしても
称される）送信を含み得る。通信リンク１２０は、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび／または、送信タイバーシティを含むＭＩＭＯアンテナ技術を使用し得る。通信リン
クは、１つまたは複数のキャリアを通し得る。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向にお
ける送信のために使用される最大で合計ＹｘＭＨｚ（ｘ個のコンポーネントキャリア）の
キャリアアグリゲーションにおいて割り振られたキャリア毎に最大でＹＭＨｚ（たとえば
、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯域幅のスペクトルを使用し得る。これらキャリアは、
互いに隣接することも、しないこともある。キャリアの割振りは、ＤＬおよびＵＬに関し
て非対称であり得る（たとえば、より多い、または、より少ないキャリアが、ＵＬのため
よりも、ＤＬのために割り振られ得る）。コンポーネントキャリアは、１次コンポーネン
トキャリアおよび１つまたは複数の２次コンポーネントキャリアを含み得る。１次コンポ
ーネントキャリアは、１次セル（ＰＣｅｌｌ）と称され得、２次コンポーネントキャリア
は、２次セル（ＳＣｅｌｌ）と称され得る。
【００１８】
　[0027]ワイヤレス通信システムはさらに、５ＧＨｚのアンライセンスの周波数スペクト
ルにおいて通信リンク１５４を経由してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信するＷｉ－
Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５０を含み得る。アンライセンスの周波数スペクトルに
おいて通信するとき、ＳＴＡ１５２／ＡＰ１５０は、チャネルが利用可能であるかどうか
を決定するために、通信前に、クリアチャネル評価（ＣＣＡ）を実行し得る。
【００１９】
　[0028]スモールセル１０２’は、ライセンスされたおよび／またはアンライセンスの周
波数スペクトルにおいて動作し得る。アンライセンスの周波数スペクトルにおいて動作す
るとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥを適用し得、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって
使用されるものと同じ５ＧＨｚのアンライセンスの周波数スペクトルを使用し得る。アン
ライセンスの周波数スペクトルにおいてＬＴＥを適用するスモールセル１０２’は、アク
セスネットワークへのカバレッジを増強し（boost）、および／または、アクセスネット
ワークの容量を増加させ得る。アンライセンスのスペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥア
ンライセンス（ＬＴＥ－Ｕ）、ライセンス支援アクセス（ＬＡＡ）、またはＭｕＬＴＥｆ
ｉｒｅと称され得る。
【００２０】
　[0029]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、他のＭＭＥ１
６４、サービングゲートウェイ１６６、マルチメディアブロードキャストマルチキャスト
サービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８、ブロードキャストマルチキャストサービスセ
ンタ（ＢＭ－ＳＣ）１７０、および、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１７２を含み得る。ＭＭＥ１６２は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１７４と通信し得
る。ＭＭＥ１６２は、ＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナリングを処理する制御ノ
ードである。一般に、ＭＭＥ１６２は、ベアラおよび接続管理を提供する。すべてのユー
ザインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、サービングゲートウェイ１６６を通し
て転送され、サービングゲートウェイ１６６自身は、ＰＤＮゲートウェイ１７２へ接続さ
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れる。ＰＤＮゲートウェイ１７２は、ＵＥ　ＩＰアドレス割振りのみならず、他の機能を
も提供する。ＰＤＮゲートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、ＩＰサービス１７６
へ接続される。ＩＰサービス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメ
ディアサブシステム（ＩＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／また
は、他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビ
ジョニングおよび配信のための機能を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロ
バイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとしてサービス提供し得、地上波公共移動
通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）内のＭＢＭＳベアラサービスを許可および開始するために
使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールするために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェ
イ１６８は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単
一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属する基地局１０２へＭＢＭＳトラフィッ
クを配信する（distribute）ために使用され得、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭ
ＢＭＳ関連課金情報を収集することを担当し得る。
【００２１】
　[0030]基地局はまた、ノードＢ、エボルブドノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、
基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービス
セット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または他のいくつかの適切な用語と
して称され得る。基地局１０２は、ＵＥ１０４のために、ＥＰＣ１６０へのアクセスポイ
ントを提供する。ＵＥ１０４の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロ
トコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線機、全地球測
位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（
たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲームコンソール、タブレット、スマートデバイ
ス、ウェアラブルデバイス、または、他の任意の同様に機能するデバイスを含む。ＵＥ１
０４はまた、局、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユ
ニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイ
ス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、
遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、
または、この他いくつかの適切な用語として称され得る。
【００２２】
　[0031]図１を再び参照して示すように、いくつかの態様では、ＵＥ１０４は、第１のサ
ブフレームにおいて第１のＳＡ情報を送信し、第１のサブフレームにおいて、第１のデー
タを送信するように構成され得る。ＵＥ１０４はまた、第２のサブフレームにおいて第２
のＳＡ情報を送信するように構成され得る。それに加えて、ＵＥ１０４は、第２のサブフ
レームにおいて第２のデータを送信するように構成され得る。第１のＳＡ情報は、第１の
データおよび第２のデータに関する情報を含む。たとえば、この情報は、たとえば、第１
のデータおよび第２のデータのための時間周波数リソースブロックのように、データがど
こに位置しているのかに関する情報であり得る。それに加えて、第２のＳＡ情報送信は、
第２のデータに関する情報を含む。たとえば、この情報は、たとえば、第２のデータのた
めの時間周波数リソースブロックのように、データがどこに位置しているのかに関する情
報であり得る（１９８）。
【００２３】
　[0032]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図２００である。図
２Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２３０である。
図２Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図２５０である。図２Ｄは、
ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２８０である。他のワイ
ヤレス通信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有し得る。ＬＴ
Ｅでは、フレーム（１０ミリ秒）が、１０個の等しいサイズのサブフレームへ分割され得
る。各サブフレームは、２つの連続する時間スロットを含み得る。リソースグリッドは、
２つの時間スロットを表すために使用され得、各時間スロットは、（物理ＲＢ（ＰＲＢ）
とも称される）１つまたは複数の時間同時（concurrent）リソースブロック（ＲＢ）を含
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む。リソースグリッドは、複数のリソース要素（ＲＥ）へ分割される。ＬＴＥでは、ノー
マルサイクリックプレフィクスの場合、ＲＢは、合計して８４個のＲＥのために、周波数
領域における１２個の連続するサブキャリアと、時間領域における７つの連続するシンボ
ル（ＤＬの場合、ＯＦＤＭシンボル、ＵＬの場合、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）とを含む。
拡張サイクリックプレフィクスの場合、ＲＢは、合計して７２個のＲＥのために、周波数
領域における１２個の連続するサブキャリアと、時間領域における６つの連続するシンボ
ルとを含む。各ＲＥによって搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。
【００２４】
　[0033]図２Ａに例示されるように、ＲＥのいくつかは、ＵＥにおけるチャネル推定のた
めに、ＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（しばし
ば、共通ＲＳとも呼ばれる）セル特有の基準信号（ＣＲＳ）、ＵＥ特有の基準信号（ＵＥ
－ＲＳ）、および、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含み得る。図２Ａは、
（それぞれＲ０、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３として示される）アンテナポート０、１、２、
および３のためのＣＲＳ、（Ｒ５として示される）アンテナポート５のためのＵＥ－ＲＳ
、および、（Ｒとして示される）アンテナポート１５のためのＣＳＩ－ＲＳを例示する。
図２Ｂは、フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの例を例示する。物理制御フ
ォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、スロット０のシンボル０内にあり
、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が１つ、２つ、または３つのシンボルを
占有するかどうかを示す（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを例示する）
制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数の
制御チャネル要素（ＣＣＥ）内でダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、各ＣＣＥは
、９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含み、各ＲＥＧは、ＯＦＤＭシンボルにおいて、４つ
の連続したＲＥを含む。ＵＥは、ＤＣＩをも搬送するＵＥ特有のエンハンストＰＤＣＣＨ
（ｅＰＤＣＣＨ）を用いて構成され得る。ｅＰＤＣＣＨは、２つ、４つ、または８つのＲ
Ｂペアを有し得る（図２Ｂは、２つのＲＢペアを図示しており、各サブセットは１つのＲ
Ｂペアを含む）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ）インジケータチ
ャネル（ＰＨＩＣＨ）はまた、スロット０のシンボル０内にあり、物理アップリンク共有
チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいて、ＨＡＲＱアクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的Ａ
ＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬送する。１次
同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０のシン
ボル６内にあり、サブフレームタイミングおよび物理レイヤアイデンティティを決定する
ために、ＵＥによって使用される１次同期信号（ＰＳＳ）を搬送する。２次同期チャネル
（ＳＳＣＨ）は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０のシンボル５内にあ
り、物理レイヤセルアイデンティティグループ番号を決定するために、ＵＥによって使用
される２次同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイヤアイデンティティおよび物理レイ
ヤセルアイデンティティグループ番号に基づいて、ＵＥは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を
決定することができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、前述のＤＬ－ＲＳのロケーションを
決定することができる。物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）は、フレームのサブ
フレーム０のスロット１のシンボル０、１、２、３内にあり、マスタ情報ブロック（ＭＩ
Ｂ）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅におけるいくつかのＲＢ（a number of 
RBs）、ＰＨＩＣＨ構成、およびシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を提供する。物理ダウ
ンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、ユーザデータ、システム情報ブロック（ＳＩＢ
）のようなＰＢＣＨを通して送信されないブロードシステム情報、および、ページングメ
ッセージを搬送する。
【００２５】
　[0034]図２Ｃに例示されるように、ＲＥのいくつかは、ｅＮＢにおいて、チャネル推定
のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは、それに加えて、サブフレーム
の最後のシンボルにおいて、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）を送信し得る。ＳＲＳは
、コム（comb）構造を有し得、ＵＥは、これらコムのうちの１つ上でＳＲＳを送信し得る
。ＳＲＳは、ＵＬにおける周波数依存スケジューリングを可能にするために、チャネル品
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質推定のために、ｅＮＢによって使用され得る。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム
内の様々なチャネルの例を例示する。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、
ＰＲＡＣＨ構成に基づいて、フレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内にあり得る。
ＰＲＡＣＨは、サブフレーム内に６つの連続したＲＢペアを含み得る。ＰＲＡＣＨは、Ｕ
Ｅが、初期システムアクセスを実行し、ＵＬ同期を達成することを可能にする。物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅のエッジ（edges）に位置
し得る。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、
プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）、ランクインジケータ（ＲＩ）、およびＨ
ＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのようなアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬
送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、それに加えて、バッファステータスレポート（
ＢＳＲ）、電力ヘッドルームレポート（ＰＨＲ）、および／またはＵＣＩを搬送するため
に使用され得る。
【００２６】
　[0035]図３は、アクセスネットワークにおいてＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１０
のブロック図である。ＤＬでは、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットが、コントローラ／プ
ロセッサ３７５へ提供され得る。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ３およびレ
イヤ２機能をインプリメントする。レイヤ３は、無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含
み、レイヤ２は、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ、無線
リンク制御（ＲＬＣ）レイヤ、および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを含む。コント
ローラ／プロセッサ３７５は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）、ＲＲＣ接続
制御（たとえば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続修正、およびＲＲ
Ｃ接続解放）、無線アクセス技術（ＲＡＴ）間モビリティ、および、ＵＥ測定レポーティ
ングのための測定設定のブロードキャストに関連付けられたＲＲＣレイヤ機能、ヘッダ圧
縮／伸張、セキュリティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）、およびハンドオー
バサポート機能に関連付けられたＰＤＣＰレイヤ機能、上位レイヤパケットデータユニッ
ト（ＰＤＵ）の転送、ＡＲＱによる誤り訂正、連結、セグメント化、ＲＬＣサービスデー
タユニット（ＳＤＵ）の再アセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメント化、および、
ＲＬＣデータＰＤＵの再順序化（reordering）に関連付けられたＲＬＣレイヤ機能、およ
び、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング、ＭＡＣ　ＳＤＵのトラ
ンスポートブロック（ＴＢ）への多重化、ＭＡＣ　ＳＤＵのＴＢからの逆多重化（demult
iplexing）、スケジューリング情報レポーティング、ＨＡＲＱによる誤り訂正、優先度ハ
ンドリング、および論理チャネル優先順位付けに関連付けられたＭＡＣレイヤ機能を提供
する。
【００２７】
　[0036]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々な
信号処理機能に関連付けられたレイヤ１機能をインプリメントする。レイヤ１は、物理（
ＰＨＹ）レイヤを含み、トランスポートチャネルにおける誤り検出、トランスポートチャ
ネルの順方向誤り訂正（ＦＥＣ）コーディング／復号、インタリービング、レートマッチ
ング、物理チャネルへのマッピング、物理チャネルの変調／復調、およびＭＩＭＯアンテ
ナ処理を含み得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調スキーム（たとえば、二位相偏
移変調（ＢＰＳＫ）、四位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、多値位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、
多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンステレーションへのマッピング
を取り扱う（handles）。コーディングされ変調されたシンボルは、この後、並行ストリ
ームへ分割され得る。各ストリームはこの後、ＯＦＤＭサブキャリアへマッピングされ、
時間および／または周波数領域において基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され
、この後、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するため
に、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに結合され（combined）得る。ＯＦ
ＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために、空間的にプリコードされる
。チャネル推定器３７４からのチャネル推定値が、空間処理のみならず、コーディングお
よび変調スキームを決定するためにも使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によ
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って送信されたチャネル状態フィードバックおよび／または基準信号から導出され得る。
各空間ストリームはこの後、別個の送信機３１８ＴＸを経由して異なるアンテナ３２０へ
提供され得る。各送信機３１８ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用い
てＲＦキャリアを変調し得る。
【００２８】
　[0037]ＵＥ３５０では、各受信機３５４ＲＸが、そのそれぞれのアンテナ３５２を通し
て信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリアに変調された情報を復元し、こ
の情報を受信（ＲＸ）プロセッサ３５６へ提供する。ＴＸプロセッサ３６８およびＲＸプ
ロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１機能をインプリメント
する。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０へ向けられた任意の空間ストリームを復元す
るために、この情報に対して空間処理を実行し得る。複数の空間ストリームが、ＵＥ３５
０へ向けられている場合、これらは、ＲＸプロセッサ３５６によって、単一のＯＦＤＭシ
ンボルストリームへ結合され得る。ＲＸプロセッサ３５６は、この後、高速フーリエ変換
（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを、時間領域から周波数領域へ変換
する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアのための別個のＯＦＤＭシンボ
ルストリームを備える。各サブキャリアにおけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ３
１０によって送信される最も可能性の高い信号コンステレーションポイントを決定するこ
とによって復元および復調される。これら軟判定は、チャネル推定器３５８によって計算
されたチャネル推定値に基づき得る。これら軟判定は、この後、物理チャネル上でｅＮＢ
３１０によってもともと送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号および
デインタリーブされる。データおよび制御信号は、この後、コントローラ／プロセッサ３
５９へ提供され、それは、レイヤ３およびレイヤ２機能をインプリメントする。
【００２９】
　[0038]コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ３６０に関連付けられることができる。メモリ３６０は、コンピュータ読取可能な
媒体と称され得る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０からの
ＩＰパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重
化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、および制御信号処理を提供する。コント
ローラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／
またはＮＡＣＫプロトコルを使用して、誤り検出を担当する。
【００３０】
　[0039]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関連して説明された機能と同様に、コントローラ
／プロセッサ３５９は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）獲得、ＲＲＣ接続、
および測定レポーティングに関連付けられたＲＲＣレイヤ機能、ヘッダ圧縮／伸張、セキ
ュリティ（暗号化、解読、完全性保護、完全性検証）に関連付けられたＰＤＣＰレイヤ機
能、上位レイヤＰＤＵの転送、ＡＲＱによる誤り訂正、連結、セグメント化、ＲＬＣ　Ｓ
ＤＵの再アセンブリ、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメント化、および、ＲＬＣデータＰＤ
Ｕの再順序化に関連付けられたＲＬＣレイヤ機能、および、論理チャネルとトランスポー
トチャネルとの間のマッピング、ＭＡＣ　ＳＤＵのＴＢへの多重化、ＭＡＣ　ＳＤＵのＴ
Ｂからの逆多重化、スケジューリング情報レポーティング、ＨＡＲＱによる誤り訂正、優
先度ハンドリング、および論理チャネル優先順位付けに関連付けられたＭＡＣレイヤ機能
を提供する。
【００３１】
　[0040]ｅＮＢ３１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号から、チャネル
推定器３５８によって導出されたチャネル推定値が、適切なコーディングスキームおよび
変調スキームを選択するために、および、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ
３６８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成される空間ストリーム
は、別個の送信機３５４ＴＸを経由して、異なるアンテナ３５２へ提供され得る。各送信
機３５４ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調
し得る。
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【００３２】
　[0041]ＵＬ送信は、ＵＥ３５０において、受信機機能に関連して説明されたものと同様
の方式でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれのア
ンテナ３２０を通して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリアに変調され
た情報を復元し、この情報を、ＲＸプロセッサ３７０へ提供する。
【００３３】
　[0042]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ３７６に関連付けられることができる。メモリ３７６は、コンピュータ読取可能な
媒体と称され得る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０からのＩ
Ｐパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化
、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、制御信号処理を提供する。コントローラ／
プロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０へ提供され得る。コントローラ／
プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮ
ＡＣＫプロトコルを使用して誤り検出を担当する。
【００３４】
　[0043]図４は、ビークルツービークル（Ｖ２Ｖ）通信システム４６０の図である。Ｖ２
Ｖ通信システム４６０は、ビークル内に複数のＵＥ４６４、４６６、４６８、４７０を含
む。Ｖ２Ｖ通信システム４６０は、たとえばＷＷＡＮのようなセルラ通信システムとオー
バラップし得る。（ＵＥ４６４、４６６、４６８、４７０を使用する）ビークルのいくつ
かは、ＤＬ／ＵＬ　ＷＷＡＮスペクトルを使用して、Ｖ２Ｖ通信でともに通信し得、いく
つかは、基地局４６２と通信し得、いくつかは、両方を行い得る。たとえば、図４に図示
されるように、ＵＥ４６８およびＵＥ４７０は、Ｖ２Ｖ通信しており、ＵＥ４６４および
ＵＥ４６６は、Ｖ２Ｖ通信している。ＵＥ４６４およびＵＥ４６６はまた、基地局４６２
とも通信している。Ｖ２Ｖ通信は、物理サイドリンクブロードキャストチャネル（ＰＳＢ
ＣＨ）、物理サイドリンクディスカバリチャネル（ＰＳＤＣＨ）、物理サイドリンク共有
チャネル（ＰＳＳＣＨ）、および物理サイドリンク制御チャネル（ＰＳＣＣＨ）のような
１つまたは複数のサイドリンクチャネルを通し得る。
【００３５】
　[0044]以下に議論される典型的な方法および装置は、たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１
規格に基づくＦｌａｓｈＬｉｎＱ、ＷｉＭｅｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、
ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、またはＷｉ－Ｆｉに基づくワイヤレスデバイスツーデバイス
通信システムのような様々なワイヤレスＶ２Ｖ通信システムのいずれかに適用可能である
。議論を単純にするために、典型的な方法および装置が、ＬＴＥのコンテキスト内で議論
される。しかしながら、当業者であれば、典型的な方法および装置は、様々な他のワイヤ
レスデバイスツーデバイス通信システムへより一般的に適用可能であることを理解するで
あろう。
【００３６】
　[0045]図５は、ライセンスされた帯域におけるＬＴＥダイレクト（ＬＴＥ－Ｄ）トラフ
ィック設計を例示する図５００である。ＬＴＥダイレクトは、２つのＵＥが、ネットワー
クを経由せず、ＬＴＥを経由してダイレクトに通信するデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）
（またはＶ２Ｖ）通信を可能にするＬＴＥバージョンである。たとえば、図４に例示され
るように、ワイヤレスデバイス４６８、４７０は、基地局４６２を使用せずに、ダイレク
トに通信し得る。ＬＴＥ－Ｄ２Ｄは、リリース１２において標準化された。ＬＴＥ－Ｄに
おいて標準化されたコンポーネントのうちの１つは、ライセンスされた帯域におけるＤ２
Ｄ通信であった。ＬＴＥ－Ｄ通信は、スケジューリング割当（ＳＡ）情報５０２、５０４
およびデータ送信５０６、５０８を含み得る。ＳＡ情報５０２、５０４は、制御情報の送
信のために使用され得る。図５では、横線５１０が時間を表す。グラフの縦軸（ｙ軸は例
示されていない）は周波数を表す。図５は、ＳＡ情報５０２、５０４が送信され得る２つ
の時間を例示する。ＵＥ１およびＵＥ２は各々、２つの時間中にＳＡ情報５０２、５０４
を送信する。図５は、データ送信５０６、５０８が生じ得る時間の２つのセットを例示す
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る。図５の例では、データ送信５０６、５０８は各々、６つのサブフレームを含む。ＵＥ
１およびＵＥ２は、たとえば、データ送信５０６、５０８のための６つのサブフレームの
各々の間、図５に例示された様々な時間においてデータを送信し得る。
【００３７】
　[0046]いくつかの例において、ネットワークは、各チャネルのために別個のリソースを
予約し得る。別個のリソースのこれらプールは、たとえば、図５に例示されるように、周
期的に生じ得る。たとえば、各チャネルのための別個のリソースの各々は、一定間隔で生
じ得る。他の例では、各チャネルのための別個のリソースの各々は、時々であるが、周期
的な間隔である必要なく生じ得る。データ送信５０６、５０８の前に、たとえばＵＥ１ま
たはＵＥ２のようなＵＥは、このＵＥのリソースプールにおいて、ＳＡ情報５０２、５０
４をブロードキャストする必要があり得る。ＳＡ情報５０２、５０４は、たとえばＵＥ２
またはＵＥ１のようなＵＥを送信することによって送信されているデータに関して学習す
るために、たとえばＵＥ１またはＵＥ２のような他のＵＥによって使用され得る。たとえ
ば、ＳＡ情報５０２、５０４は、データ送信の時間、データ送信の周波数、データ送信の
ロケーション、データ送信の変調、データ送信のコーディングスキームのような情報、お
よび、データ送信、他のＳＡ情報送信、またはこれら両方に関連する他の情報を含み得る
。
【００３８】
　[0047]データ送信５０６、５０８のために使用されるリソースの時間情報を示すために
、ＳＡ情報５０２、５０４は、時間領域リソース送信パターン（Ｔ－ＲＰＴ）と呼ばれる
フィールドを含み得る。Ｔ－ＲＰＴは、データ送信のために使用されるすべての時間リソ
ースの時間における位置を示し得るビットマップへマッピングされ得る数であり得る。Ｔ
－ＲＰＴを使用して、たとえばＵＥ１またはＵＥ２のような受信ＵＥは、たとえば、デー
タが送信５０６、５０８に存在するところのような、関連付けられたデータをどこで発見
するのかを学習し得る。図５は、データ送信５０６、５０８のために使用される時間リソ
ースの時間における例示的な位置を例示する。図５に例示されるように、ＵＥ１およびＵ
Ｅ２は各々、ＳＡリソースプールにおいてＳＡ情報５０２、５０４を送信し得、この後、
Ｔ－ＲＰＴパターンに従って、データリソースプールにおける送信５０６、５０８におい
てデータを送信し得る。
【００３９】
　[0048]ビークルツービークル（Ｖ２Ｖ）アプリケーションのようなビークルツーｘ（Ｖ
２Ｘ）アプリケーションのコンテキストにおいて、ビークルは、高い移動速度、高い密度
、またはこれらの両方を有し得る。高い移動速度および高い密度は各々、レガシー設計が
使用されるとき、通信システムのパフォーマンスを著しく低下させ得る。高い移動速度お
よび高い密度は各々、２つの主な理由で、通信システムのパフォーマンスを著しく低下さ
せ得る。第１に、各送信は、顕著な帯域内エミッションへ導き得る。第２に、通信送信は
、ＳＡ情報送信における持続的な干渉を引き起こし得る。リリース１２では、ＳＡ情報送
信は、持続的な衝突に導き得る決定論的なホッピングパターンを使用する。異なる周波数
ではなく同じ周波数において、たとえばＳＡ情報５０２のように、同じ第１のＳＡリソー
スを選択する、たとえばＵＥ１またはＵＥ２のような２つのＵＥは、第２のデータ送信の
ためにも、同じリソース上で送信するであろう。（図５は、異なる周波数の使用を例示す
る。）たとえばＵＥ１またはＵＥ２のような２つのＵＥが、同じ第１のＳＡリソースを選
択し、同じリソース上で送信するとき、たとえばＵＥ１またはＵＥ２のようなＵＥの１つ
または複数のＳＡ情報が、たとえばＵＥ２またはＵＥ１のような１つまたは複数の他のＵ
Ｅによってそれぞれ復号可能ではないことがある。ＳＡ情報５０２および５０４が復号さ
れないとき、データもまた復号されることができない。
【００４０】
　[0049]図６は、本明細書に説明されたシステムおよび方法に従って、同じサブフレーム
６０２、６０４、６０６、６０８を使用して送信されたＳＡ情報、ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ
２、ＳＡ３と、データＤａｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３の例を例示する
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図６００である。さらに詳しくは、図６に例示された例では、Ｄａｔａ０とＳＡ０は、同
じサブフレーム中にあり、ＳＡ１とＤａｔａ１は同じサブフレーム中にあり、ＳＡ２とＤ
ａｔａ２は同じサブフレーム中にあり、ＳＡ３とＤａｔａ３は同じサブフレーム中にある
。２つのＵＥが同じ第１のＳＡリソースを選択したときに生じ得る、データの復号ができ
ないことを埋め合わせる（counter）ために、ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３
およびデータＤａｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３は、図６に例示されるよ
うに、同じサブフレーム６０２、６０４、６０６、６０８において送信され得る。同じサ
ブフレーム６０２、６０４、６０６、６０８においてＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、
ＳＡ３およびデータＤａｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３を送信することは
、システムにおける全体的な帯域内エミッションを低減し得、それは、送信が生じるサブ
フレームの数が、６つのサブフレームから、４つのサブフレーム６０２、６０４、６０６
、６０８へ低減されるからである。
【００４１】
　[0050]いくつかの例では、ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３およびデータＤａ
ｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３は、隣接または非隣接のいずれかのリソー
スブロック（ＲＢ）上で送信され得る。ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３および
データＤａｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３は、マルチクラスタ単一キャリ
ア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）送信を使用して送信され得る。同じサブフレー
ムにおいて非隣接リソースブロックでＳＡ情報およびデータを送信することは、より顕著
なリンクバジェットインパクトを有し得る。
【００４２】
　[0051]一例では、ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３は、たとえば同じサブフレ
ーム上で、すべてのデータＤａｔａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３送信のため
に送信され得る。たとえば、ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３は、データＤａｔ
ａ０、Ｄａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３送信を含むすべてのサブフレームのために送
信され得る。ＳＡリソース／サブフレームは、データスロットが選択されるのと同じ方式
でランダムに選択され得る。ＳＡリソース／サブフレームをランダムに選択することは、
持続的なＳＡ衝突を回避し得る。さらに、ＳＡ情報ＳＡ０、ＳＡ１、ＳＡ２、ＳＡ３は、
送信の数のような情報を含み得る。たとえば、たとえばＳＡ０のような第１のＳＡ情報は
、自身を第１のＳＡ情報として識別し得、ＳＡ０と同じサブフレームにおけるデータＤａ
ｔａ０送信と、後続するサブフレームにおけるＤａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３送信
とを示し得る。たとえばＳＡ１のような第２のＳＡ情報は、自身を第２のＳＡ情報として
識別し得、たとえば、時間および周波数におけるＤａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３の
送信ロケーションを示すように、データＤａｔａ１、Ｄａｔａ２、Ｄａｔａ３送信を示し
得る。
【００４３】
　[0052]たとえば６０２のような第１のサブフレーム中に、自身を第１のＳＡ情報送信と
して識別し、サブフレーム６０２および後続するサブフレーム６０４、６０６、６０８に
おけるデータ送信を示すたとえばＳＡ０のような第１のＳＡ情報送信と、たとえば６０４
のような第２のサブフレーム中に、自身を第２のＳＡ情報送信として識別し、サブフレー
ム６０４および後続するサブフレーム６０６、６０８におけるデータを示すたとえばＳＡ
１のような第２のＳＡ情報送信とを使用することは、受信機が、複数のデータ送信を結合
することを可能にするであろう。複数のデータ送信の結合は、インクリメント冗長（incr
ementally redundant）である、たとえば部分的に冗長であるか、または、チェイス結合
される（chase combined）、たとえば以前に送信されたデータの冗長コピーであるかのい
ずれかであり得る。
【００４４】
　[0053]一例において、ＵＥは、完全なデータパターンを送信するために、ＳＡ情報送信
を使用し得るが、現在の送信番号（current transmission number）のインジケータの付
加を伴う。別の例では、本明細書で説明される方法をインプリメントするシステムは、Ｓ
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Ａ情報送信の送信番号を決定するために、データ送信のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）
番号（または、他のいくつかのタイミング情報）を使用し得る。受信ＵＥはまた、現在の
データ送信の送信番号を決定するために、現在のＳＦＮまたは他のタイミング情報を使用
し得る。一例が、図６に例示されており、ここでは、たとえば、ＳＡ０が、データ送信番
号０～３を示している。ＳＡ１は、たとえば、１～３等のデータ送信番号を示す。
【００４５】
　[0054]図６に例示される例では、４つのＳＡ情報送信、すなわち、ＳＡ情報の４つの送
信と、４つのデータ送信、すなわち、データの４つの送信とがある。それに加えて、４つ
のＳＡ情報送信および４つのデータ送信は各々、図６に例示されるように、同じサブフレ
ーム６０２、６０４、６０６、６０８においてともにペアとされる（paired）。言い換え
れば、図６に例示された例では、ＳＡ０が、サブフレーム６０２においてＤａｔａ０とペ
アとされ、ＳＡ１が、サブフレーム６０４においてＤａｔａ１とペアとされ、ＳＡ２が、
サブフレーム６０６においてＤａｔａ２とペアとされ、ＳＡ３が、サブフレーム６０８に
おいてＤａｔａ３とペアとされる。図６の例示された例では、ＳＡ情報送信の番号／デー
タ送信のペアは４、すなわちｎ＝４である。本明細書で説明されるシステムおよび方法は
、ｎ≧２のＳＡ情報送信／データ送信のペアのために適用され得る。それに加えて、ＳＡ
情報送信は、現在のデータ送信、現在のＳＡ情報送信、１つまたは複数の将来のデータ送
信、および／または、１つまたは複数の将来のＳＡ情報送信に関する情報を含み得る。
【００４６】
　[0055]たとえば、図６に例示されるように、ｎ＝４であるとき、第１のＳＡ情報ＳＡ０
は、ＳＡ０、Ｄａｔａ０、ＳＡ１、Ｄａｔａｌ、ＳＡ２、Ｄａｔａ２、ＳＡ３、またはＤ
ａｔａ３に関する情報を含み得る。第２のＳＡ情報ＳＡ１は、ＳＡ１、Ｄａｔａ１、ＳＡ
２、Ｄａｔａ２、ＳＡ３、またはＤａｔａ３に関する情報を含み得る。（第２のＳＡ情報
は、ＳＡ０および／またはＤａｔａ０に関する情報を有し得るが、ＳＡ０およびＤａｔａ
０の送信はすでに生じているであろうから、ＳＡ０および／またはＤａｔａ０に関する情
報は、何の目的にも役立たないであろう。）第３のＳＡ情報ＳＡ２は、ＳＡ２、Ｄａｔａ
２、ＳＡ３、またはＤａｔａ３に関する情報を含み得る。第４のＳＡ情報ＳＡ３は、ＳＡ
３またはＤａｔａ３に関する情報を含み得る。
【００４７】
　[0056]それに加えて、ｎ≧２を用いた例では、第１のＳＡ情報は、２つ以上（ｎ≧２）
のＳＡ情報のうちの１つまたは複数、および／または、２つ以上（ｎ≧２）のデータのう
ちの１つまたは複数に関する情報を含み得る。したがって、ｎ＝２を用いた例では、第１
のＳＡ情報は、２つのＳＡ情報のうちの１つまたは複数、および／または、２つのデータ
のうちの１つまたは複数に関する情報を含み得る。同様に、ｎ＝５を用いた例では、第１
のＳＡ情報は、５つのＳＡ情報のうちの１つまたは複数、および／または、５つのデータ
のうちの１つまたは複数に関する情報を含み得る。
【００４８】
　[0057]一態様では、ＳＡ情報送信は、ローリング方式で（on a rolling basis）、ＳＡ
情報送信、データ送信情報、または、これらの両方を含み得る。たとえば、ＳＡ情報は、
現在のＳＡ情報送信、現在のデータ送信情報、次のｍ個のＳＡ情報送信、および／または
、次のｍ個のデータ送信情報に関する情報を含み得、ここで、ｍ≧１である。たとえば、
ｍ＝１であるとき、現在のＳＡ情報送信、現在のデータ送信情報、次のＳＡ情報送信、お
よび／または、次のデータ送信情報が、ＳＡ情報送信に含まれ得る。一態様では、サブフ
レームの各々は、１つまたは複数のＳＡ情報フィールドと、１つまたは複数のデータフィ
ールドとを含み得る。
【００４９】
　[0058]いくつかの例では、ＳＡ情報の送信のために使用される電力と、１つまたは複数
のデータを送信するために使用される電力とは、同じであり得る。しかしながら、一般に
、ＳＡ情報送信のために使用される電力と、１つまたは複数のデータ送信のために使用さ
れる電力とは異なるであろうことが理解されるであろう。同じサブフレームにおける複数
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のＳＡ情報送信、複数のデータ送信、またはこれらの両方を用いた例では、ＳＡ情報送信
の各々のために使用される電力と、１つまたは複数のデータ送信の各々のために使用され
る電力とは一般に異なり得る。
【００５０】
　[0059]図７は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート７００である。この方法は、Ｕ
Ｅ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４６８、４７０）によっ
て実行され得る。７０２では、ＵＥは、第１のサブフレームにおいて、第１のＳＡ情報を
送信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、
４６８、４７０）は、第１のサブフレームにおいて、第１のＳＡ情報送信を送信する。第
１のＳＡ情報は、第１のデータ送信の時間、第１のデータ送信の周波数、第１のデータ送
信のロケーション、第１のデータ送信の変調、第１のデータ送信のコーディングスキーム
、第２のデータ送信の時間、第２のデータ送信の周波数、第２のデータ送信のロケーショ
ン、第２のデータ送信の変調、または、第２のデータ送信のコーディングスキームを含み
得る。第１のサブフレームにおいて送信される第１のＳＡ情報は、後続するデータの送信
のための情報、および／または、後続するサブフレームにおけるＳＡ情報を含み得る。
【００５１】
　[0060]いくつかの例において、ＳＡリソース／サブフレームは、ランダムに選択され得
る。ＳＡリソース／サブフレームをランダムに選択することは、持続的なＳＡ衝突を回避
し得る。さらに、ＳＡ情報は、ＳＡ情報の送信の数のような情報を含み得る。第１のＳＡ
情報送信は、第１のデータ送信が、第１のＳＡ情報送信と同じサブフレームにおいて生じ
ること、たとえば、ＳＡ情報を含むサブフレームもまたデータを含むことを示すことがで
きる。たとえば、図６に例示されるように、ＳＡ０およびＤＡＴＡ０は、同じサブフレー
ム中にあり、ＳＡ１およびＤＡＴＡ１は同じサブフレーム中にあり、ＳＡ２およびＤＡＴ
Ａ２は同じサブフレーム中にあり、また、ＳＡ３およびＤＡＴＡ３は同じサブフレーム中
にある。それに加えて、第１のＳＡ情報送信は、後続するサブフレームにおけるデータ部
分を示し得る。
【００５２】
　[0061]７０４において、ＵＥは、第１のサブフレームにおいて、第１のデータ送信を送
信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４
６８、４７０）は、第１のサブフレームにおいて、第１のデータ送信を送信する。ＳＡ情
報およびデータは、隣接または非隣接いずれかのＲＢ上で送信され得る。ＳＡ情報および
データは、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ送信を使用して送信され得る。一例では、ＳＡ
情報は、すべてのデータ送信のために送信され得る。
【００５３】
　[0062]７０６において、ＵＥは、第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報送信を
送信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、
４６８、４７０）は、第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報送信を送信する。第
２のＳＡ情報は、第２のデータ送信の時間、第２のデータ送信の周波数、第２のデータ送
信のロケーション、第２のデータ送信の変調、または、第２のデータ送信のコーディング
スキームのみならず、後続するサブフレームにおける後続する送信のための情報を含み得
る。
【００５４】
　[0063]第１のＳＡ送信に関して上記議論されたように、いくつかの例では、第２のＳＡ
情報送信のために、ＳＡリソース／サブフレームがランダムに選択され得る。ＳＡリソー
ス／サブフレームをランダムに選択することは、持続的なＳＡ衝突を回避し得る。さらに
、ＳＡ情報は、送信の数のような情報を含み得る。ＳＡ送信およびデータ送信は、たとえ
ば、１、２、３、・・・から、ある最大数ｎまでの、一連の番号を割り当てられ得る。番
号ｎは、なされ得るいくつかの任意の、あらかじめ決定された送信の数に基づき得る。番
号ｎは、新たな一連の送信の開始時にリセットされ得る。第２のＳＡ情報送信は、第２の
ＳＡ情報送信が、第２のデータ送信であることを示し得る。それに加えて、第２のＳＡ情
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報送信は、後続するサブフレームにおいて、サブフレームに関するデータ部分を示し得る
。
【００５５】
　[0064]最後に、７０８において、第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信す
る。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４６８
、４７０）は、第２のサブフレームにおいて、第２のデータ送信を送信する。第２のＳＡ
情報およびデータは、同じサブフレーム上で送信され得る。上述したように、ＳＡ情報お
よびデータは、コロケートされたまたはコロケートされていない隣接または非隣接のＲＢ
のいずれか上で送信され得る。ＳＡ情報およびデータは、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ
送信を使用して送信され得る。一例では、ＳＡは、すべてのデータ送信のために送信され
得る。ＳＡリソース／サブフレームは、データスロットが選択されるのと同じ方式でラン
ダムに選択され得る。ＳＡリソース／サブフレームをランダムに選択することは、持続的
なＳＡ衝突を回避する。さらに、ＳＡ情報は、送信の数のような情報を含み得る。たとえ
ば、第１のＳＡ情報送信は、自身を、第１のＳＡ情報送信として識別し得、サブフレーム
および後続するサブフレームにおけるデータ送信を示し得る。したがって、たとえば、第
１のＳＡ情報がＳＡ０を称すると仮定すると、ＳＡ０は、ＤＡＴＡ０、ＤＡＴＡ１、ＤＡ
ＴＡ２、ＤＡＴＡ３および他の将来のデータ送信の情報を提供し得る。第２のＳＡ情報送
信は、自身を、第２のＳＡ情報送信として識別することができ、サブフレームおよび後続
するサブフレームにおけるデータ部分を示すことができる。したがって、たとえば、第２
のＳＡ情報がＳＡ１を称すると仮定すると、ＳＡ１は、ＤＡＴＡ１、ＤＡＴＡ２、ＤＡＴ
Ａ３および他の将来のデータ送信の情報を提供し得る。
【００５６】
　[0065]第１のＳＡ情報送信は、第１のデータ送信、第２のデータ送信、および他の将来
のデータ送信に関する情報を含む。それに加えて、第２のＳＡ情報送信は、第２のデータ
送信および他の将来のデータ送信に関する情報を含む。
【００５７】
　[0066]いくつかの例では、第１のＳＡ情報は、第１のデータが送信される第１の時間、
第１のデータが送信される第１の周波数、第１のデータ送信のロケーション、第１のデー
タ送信の変調、第１のデータ送信のコーディングスキーム、第２のデータ送信の時間、第
２のデータ送信の周波数、第２のデータ送信のロケーション、第２のデータ送信の変調、
または、第２のデータ送信のコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００５８】
　[0067]いくつかの例では、第２のＳＡ情報は、第２のデータが送信される第２の時間、
第２のデータが送信される第２の周波数、第２のデータ送信のロケーション、第２のデー
タ送信の変調、または、第２のデータ送信のコーディングスキームのうちの少なくとも１
つを含む。
【００５９】
　[0068]いくつかの例では、第２のデータ送信は、第１のデータ送信のインクリメント冗
長である。他の例では、第２のデータ送信は、第１のデータ送信の冗長コピーである。
【００６０】
　[0069]いくつかの例では、第１のＳＡ情報送信はさらに、第１のＳＡ情報送信の現在の
送信番号のインジケータを含み、第２のＳＡ情報送信はさらに、第２のＳＡ情報送信の現
在の送信番号のインジケータを含む。
【００６１】
　[0070]いくつかの例では、第１のＳＡ情報送信はさらに、第１のタイミング情報を含み
、第２のＳＡ情報送信はさらに、第２のタイミング情報を含む。他の例では、第１のタイ
ミング情報は、第１のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を含み、第２のタイミング情報は
、第２のＳＦＮを含む。
【００６２】
　[0071]図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００である。この方法は、Ｕ
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Ｅ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４６８、４７０）によっ
て実行され得る。８０２において、ＵＥは、第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情
報送信を送信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、
４６６、４６８、４７０）は、第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報送信を送信
する。第３のＳＡ情報は、第３のデータ送信の時間、第３のデータ送信の周波数、第３の
データ送信のロケーション、第３のデータ送信の変調、第３のデータ送信のコーディング
スキーム、第４のデータ送信の時間、第４のデータ送信の周波数、第４のデータ送信のロ
ケーション、第４のデータ送信の変調、または、第４のデータ送信のコーディングスキー
ムを含み得る。第３のサブフレームにおいて送信される第３のＳＡ情報は、後続するサブ
フレームにおける後続する送信のための情報を含み得る。
【００６３】
　[0072]８０４において、ＵＥは、第３のサブフレームにおいて、第３のデータ送信を送
信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４
６８、４７０）は、第３のサブフレームにおいて、第３のデータ送信を送信する。ＳＡ情
報およびデータは、隣接または非隣接いずれかのＲＢ上で送信され得る。ＳＡ情報および
データは、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ送信を使用して送信され得る。一例では、ＳＡ
情報送信は、すべてのデータ送信のために送信され得る。
【００６４】
　[0073]８０６において、ＵＥは、第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報送信を
送信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、
４６８、４７０）は、第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報送信を送信する。第
４のＳＡ情報は、第４のデータ送信の時間、第４のデータ送信の周波数、第４のデータ送
信のロケーション、第４のデータ送信の変調、または、第４のデータ送信のコーディング
スキームのみならず、後続するサブフレームにおける後続する送信のための情報を含み得
る。
【００６５】
　[0074]８０８において、ＵＥは、第４のサブフレームにおいて、第４のデータ送信を送
信する。たとえば、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４
６８、４７０）は、第４のサブフレームにおいて、第４のデータ送信を送信する。第４の
ＳＡ情報およびデータは、同じサブフレーム上で送信され得る。上述したように、ＳＡ情
報およびデータは、隣接または非隣接のいずれかのＲＢ上で送信され得る。ＳＡ情報およ
びデータは、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ送信を使用して送信され得る。一例では、Ｓ
Ａは、すべてのデータ送信のために送信され得る。さらに、ＳＡ情報は、送信の数のよう
な情報を含み得る。たとえば、第３のＳＡ情報送信は、自身を、第３のＳＡ情報送信とし
て識別し得、このサブフレームおよび後続するサブフレームにおけるデータ送信を示し得
る。第４のＳＡ情報送信は、自身を、第４のＳＡ情報送信として識別することができ、後
続するサブフレームにおいて、サブフレームにおけるデータ部分を示すことができる。
【００６６】
　[0075]第１のＳＡ情報送信は、第１のデータ送信、第２のデータ送信、第３のデータ送
信、および第４のデータ送信に関するデータを含む。第２のＳＡ情報送信は、第２のデー
タ送信、第３のデータ送信、および第４のデータ送信に関する情報を含む。第３のＳＡ情
報送信は、第３のデータ送信、および第４のデータ送信に関する情報を含む。第４のＳＡ
情報送信は、第４のデータ送信に関する情報を含む。
【００６７】
　[0076]８１０において、ＵＥは、第１のＳＡ情報または第２のＳＡ情報のうちの少なく
とも１つのための時間スロットをランダムに選択する。たとえば、ＵＥ（たとえばＵＥ１
０４、２０６、６５０、４６４、４６６、４６８、４７０）は、第１のＳＡ情報または第
２のＳＡ情報のうちの少なくとも１つのための時間スロットをランダムに選択する。ＳＡ
リソース／サブフレームは、データスロットが選択されるのと同じ方式でランダムに選択
され得る。ＳＡリソース／サブフレームをランダムに選択することは、持続的なＳＡ衝突
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を回避する。
【００６８】
　[0077]図９は、典型的な装置９０２における異なる手段／コンポーネント間のデータフ
ローを例示する概念的なデータフロー図９００である。装置は、ＵＥであり得る。装置は
、ＳＡを送信する一連の送信ＳＡコンポーネント９０６と、データを送信する送信データ
送信コンポーネント９０８と、時間スロットを選択する時間スロット選択コンポーネント
９１２とを含む。装置９０２は、ｅＮＢ９５０から送信９５２を受信し、ｅＮＢ９５０へ
送信９５４を送信する。受信コンポーネント９０４は、接続９５６を使用して、送信デー
タ送信コンポーネント９０８へデータを渡し得る。受信コンポーネント９０４は、接続９
５８を使用して、送信ＳＡ送信コンポーネント９０８へデータを渡し得る。受信コンポー
ネント９０４は、接続９６６を使用して、送信コンポーネント９１０へデータを渡し得る
。送信ＳＡコンポーネント９０６は、接続９６０を使用して、時間スロット選択コンポー
ネント９１２と、データを送信および受信し得る。送信ＳＡコンポーネント９０６は、接
続９６２を使用して、送信コンポーネント９１０へデータを渡し得る。送信第１のデータ
コンポーネント９０８は、接続９６４を使用して、送信コンポーネント９１０へデータを
渡し得る。
【００６９】
　[0078]装置は、図７～図８の前述のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロックの
各々を実行する追加のコンポーネントを含み得る。このため、図７～図８の前述のフロー
チャートにおける各ブロックは、コンポーネントによって実行され得、装置は、これらコ
ンポーネントのうちの１つまたは複数を含み得る。これらコンポーネントは、述べられた
処理／アルゴリズムを実行するように具体的に構成された１つまたは複数のハードウェア
コンポーネントであり得、述べられた処理／アルゴリズムを実行するように構成されたプ
ロセッサによってインプリメントされ得、プロセッサによるインプリメンテーションのた
めにコンピュータ読取可能な媒体内に記憶され得るか、またはそれらのいくつかの組合せ
であり得る。
【００７０】
　[0079]図１０は、処理システム１０１４を適用する装置９０２’のためのハードウェア
インプリメンテーションの例を例示する図１０００である。処理システム１０１４は、一
般にバス１０２４によって表されるバスアーキテクチャとともにインプリメントされ得る
。バス１０２４は、処理システム１０１４の特定のアプリケーションと、全体的な設計制
約とに依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス１０２４は、
プロセッサ１００４、コンポーネント９０６、９０８、９１２、およびコンピュータ読取
可能な媒体／メモリ１００６によって表される、１つまたは複数のプロセッサおよび／ま
たはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路をともにリンクする。バス１０２４は
また、タイミングソース、周辺装置、電圧調整器、および電力管理回路のような他の様々
な回路をもリンクし得、これらは、当該技術分野において周知であるので、さらに説明さ
れることはないであろう。
【００７１】
　[0080]処理システム１０１４は、トランシーバ１０１０へ結合され得る。トランシーバ
１０１０は、１つまたは複数のアンテナ１０２０へ結合される。トランシーバ１０１０は
、送信媒体を介して他の様々な装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１０
１０は、１つまたは複数のアンテナ１０２０から信号を受信し、受信された信号から情報
を抽出し、抽出された信号を、処理システム１０１４、特に、受信コンポーネント９０４
へ提供する。それに加えて、トランシーバ１０１０は、処理システム１０１４、特に、送
信コンポーネント９０８から情報を受信し、受信した情報に基づいて、１つまたは複数の
アンテナ１０２０適用されるべき信号を生成する。処理システム１０１４は、コンピュー
タ読取可能な媒体／メモリ１００６へ結合されたプロセッサ１００４を含む。プロセッサ
１００４は、コンピュータ読取可能な媒体／メモリ１００６上に記憶されたソフトウェア
の実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１００４によって実
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行されるとき、処理システム１０１４に、任意の特定の装置のために、以前に説明された
様々な機能を実行させる。コンピュータ読取可能な媒体／メモリ１００６はまた、ソフト
ウェアを実行しているとき、プロセッサ１００４によって操作されているデータを記憶す
るために使用され得る。処理システム１０１４はさらに、コンポーネント９０６、９０８
、９１２のうちの少なくとも１つを含む。コンポーネントは、コンピュータ読取可能な媒
体／メモリ１００６に常駐／記憶され、プロセッサ１００４において実行しているソフト
ウェアコンポーネント、プロセッサ１００４へ結合された１つまたは複数のハードウェア
コンポーネント、または、それらのいくつかの組合せであり得る。処理システム１０１４
は、ＵＥ３５０のコンポーネントであり得、メモリ３６０、および／または、ＴＸプロセ
ッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少
なくとも１つを含み得る。
【００７２】
　[0081]１つの構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第１のサブ
フレームにおいて、第１のＳＡ情報送信を送信するための手段を含む。それに加えて、ワ
イヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第１のサブフレームにおいて、第１のデ
ータを送信するための手段を含む。ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’はまた
、第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報送信を送信するための手段を含む。それ
に加えて、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第２のサブフレームにおい
て、第２のデータを送信するための手段を含む。
【００７３】
　[0082]別の構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第３のサブフ
レームにおいて、第３のＳＡ情報送信を送信するための手段を含み得る。ワイヤレス通信
のための装置９０２／９０２’はまた、第３のサブフレームにおいて、第３のデータ送信
を送信するための手段を含み得る。それに加えて、ワイヤレス通信のための装置９０２／
９０２’は、第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報送信を送信するための手段を
含み得る。ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’はまた、第４のサブフレームに
おいて、第４のデータ送信を送信するための手段を含み得る。
【００７４】
　[0083]別の構成では、ワイヤレス通信のための装置９０２／９０２’は、第１のＳＡ情
報または第２のＳＡ情報のうちの少なくとも１つのための時間スロットをランダムに選択
するための手段を含み得る。
【００７５】
　[0084]前述の手段は、前述の手段によって記述された機能を実行するように構成された
、装置９０２の前述のコンポーネント、および／または、装置９０２’の処理システム１
０１４のうちの１つまたは複数であり得る。以前に説明されたように、処理システム１０
１４は、ＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、および、コントローラ／プロセ
ッサ３５９を含み得る。このため、１つの構成では、前述の手段は、ＴＸプロセッサ３６
８、ＲＸプロセッサ３５６、および、前述の手段によって記述された機能を実行するよう
に構成されたコントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【００７６】
　[0085]開示された処理／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は、
典型的なアプローチの例示であることが理解される。設計プリファレンスに基づいて、処
理／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は、再構成され得ることが
理解される。さらに、いくつかのブロックが、結合または省略され得る。添付の方法請求
項は、様々なブロックの要素をサンプルの順序で提示し、提示された特定の順序または階
層に限定されることは意図されていない。
【００７７】
　[0086]以前の説明は、当業者が、本明細書で説明された様々な態様を実現することを可
能にするために提供される。これら態様に対する様々な修正は、当業者へ容易に明白にな
るであろう。そして、本明細書で定義された一般的な原理は、他の態様へ適用され得る。



(21) JP 6888018 B2 2021.6.16

10

20

30

40

50

したがって、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるとは意図されず、
特許請求の範囲の文言と整合した全範囲を与えられるものとし、ここにおいて、単数形に
おける要素への参照が、そうであると具体的に述べられていないのであれば、「１つおよ
び１つのみ」を意味することは意図されておらず、むしろ「１つまたは複数」を意味する
ことが意図される。「典型的」という用語は、「例、事例、または例示として役立つ」こ
とを意味するために本明細書で使用される。「典型的」として本明細書で説明されたいず
れの態様も、他の態様よりも好適または有利であると必ずしも解釈される必要はない。特
に明記されていない限り、「いくつか」という用語は、１つまたは複数を称する。「Ａ、
Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」
、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまた
は複数」、および、「Ａ、Ｂ、Ｃ」のような組合せ、または、これらの任意の組合せは、
Ａ、Ｂ、および／またはＣからなる任意の組合せを含み、Ａの倍数、Ｂの倍数、またはＣ
の倍数を含み得る。具体的に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ
、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、
「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ」のような組合せ、
または、これらの任意の組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、
ＢおよびＣ、または、ＡとＢとＣであり得、このようなどの組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数のメンバを含み得る。当業者に知られているか、または、後に知
られるようになるこの開示を通じて説明された様々な態様の要素に対するすべての構造的
および機能的な等価物が、参照によって本明細書に明確に組み込まれており、特許請求の
範囲に包含されると意図される。さらに、本明細書で開示されたいずれも、このような開
示が特許請求の範囲において明示的に述べられているか否かに関わらず、公衆に対してさ
さげられたものとは意図されていない。「モジュール」、「メカニズム」、「要素」、「
デバイス」等の用語は、「手段」という用語を代替しないことがある。このため、どの特
許請求の範囲の要素も、「ための手段」という文言を使用して明確に記述されていないの
であれば、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信するこ
とと、
　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信することと、
　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信することと、
　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信することと
　を備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータに関
する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータに関する情報を含む、方法。
［Ｃ２］
　第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報を送信することと、
　前記第３のサブフレームにおいて、第３のデータを送信することと、
　第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報を送信することと、
　前記第４のサブフレームにおいて、第４のデータを送信することと
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第３のデータおよび前記第４のデー
タに関する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報
を含み、
　前記第３のＳＡ情報は、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報を含み
、
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　前記第４のＳＡ情報は、前記第４のデータに関する情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータが送信される第１の時間、前記第１のデータ
が送信される第１の周波数、前記第１のデータのロケーション、前記第１のデータの変調
、前記第１のデータのコーディングスキーム、前記第２のデータが送信される第２の時間
、前記第２のデータが送信される第２の周波数、前記第２のデータのロケーション、前記
第２のデータの変調、または、前記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なく
とも１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータが送信される時間、前記第２のデータが送信
される周波数、前記第２のデータのロケーション、前記第２のデータの変調、または、前
記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ５］
　前記第１のＳＡ情報または前記第２のＳＡ情報のうちの少なくとも１つのための時間ス
ロットをランダムに選択することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のデータは、前記第１のデータのインクリメント冗長である、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ７］
　前記第２のデータは、前記第１のデータの冗長コピーである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケータを
含み、前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケー
タを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、第１のタイミング情報を含み、前記第２のＳＡ情報はさ
らに、第２のタイミング情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のタイミング情報は、第１のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を備え、前記第
２のタイミング情報は、第２のＳＦＮを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信するた
めの手段と、
　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信するための手段と、
　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信するための手段と
　を備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータに関
する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータに関する情報を含む、装置。
［Ｃ１２］
　第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第３のサブフレームにおいて、第３のデータを送信するための手段と、
　第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報を送信するための手段と、
　前記第４のサブフレームにおいて、第４のデータを送信するための手段と
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のデータ、前記第２のデータ、
前記第３のデータ、および前記第４のデータに関する情報を含み、
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　前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のデータ、前記第３のデータ、および前記第４
のデータに関する情報を含み、
　前記第３のＳＡ情報は、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報を含み
、
　前記第４のＳＡ情報は、前記第４のデータに関する情報を含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータが送信される第１の時間、前記第１のデータ
が送信される第１の周波数、前記第１のデータのロケーション、前記第１のデータの変調
、前記第１のデータのコーディングスキーム、前記第２のデータが送信される第２の時間
、前記第２のデータが送信される第１の周波数、前記第２のデータのロケーション、前記
第２のデータの変調、または、前記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なく
とも１つを含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータが送信される時間、前記第２のデータが送信
される周波数、前記第２のデータのロケーション、前記第２のデータの変調、または、前
記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１１に記載の
装置。
［Ｃ１５］
　前記第１のＳＡ情報または前記第２のＳＡ情報のうちの少なくとも１つのための時間ス
ロットをランダムに選択するための手段をさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記第２のデータは、前記第１のデータのインクリメント冗長である、Ｃ１１に記載の
装置。
［Ｃ１７］
　前記第２のデータは、前記第１のデータの冗長コピーである、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケータを
含み、前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のＳＡ情報送信の現在の送信番号のインジ
ケータを含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、第１のタイミング情報を含み、前記第２のＳＡ情報はさ
らに、第２のタイミング情報を含む、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１のタイミング情報は、第１のシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を備え、前記第
２のタイミング情報は、第２のＳＦＮを備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信する
ことと、
　　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信することと、
　　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信することと、
　　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータに関
する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータに関する情報を含む、装置。
［Ｃ２２］
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　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　第３のサブフレームにおいて、第３のＳＡ情報を送信することと、
　前記第３のサブフレームにおいて、第３のデータを送信することと、
　第４のサブフレームにおいて、第４のＳＡ情報を送信することと、
　前記第４のサブフレームにおいて、第４のデータを送信することと
　を行うように構成され、
　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のデータ、前記第２のデータ、
前記第３のデータ、および前記第４のデータに関する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のデータ、前記第３のデータ、および前記第４
のデータに関する情報を含み、
　前記第３のＳＡ情報は、前記第３のデータおよび前記第４のデータに関する情報を含み
、
　前記第４のＳＡ情報は、前記第４のデータに関する情報を含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータが送信される第１の時間、前記第１のデータ
が送信される第１の周波数、前記第１のデータが送信される第１のロケーション、前記第
１のデータの変調、前記第１のデータのコーディングスキーム、前記第２のデータの時間
、前記第２のデータが送信される第２の周波数、前記第２のデータが送信される第２のロ
ケーション、前記第２のデータの変調、または、前記第２のデータのコーディングスキー
ムのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータが送信される時間、前記第２のデータが送信
される周波数、前記第２のデータのロケーション、前記第２のデータの変調、または、前
記第２のデータのコーディングスキームのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２１に記載の
装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、前記第１のＳＡ情報または前記第２のＳＡ
情報のうちの少なくとも１つのための時間スロットをランダムに選択するように構成され
る、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第２のデータは、前記第１のデータのインクリメント冗長である、Ｃ２１に記載の
装置。
［Ｃ２７］
　前記第２のデータは、前記第１のデータの冗長コピーである、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、前記第１のＳＡ情報の現在の送信番号のインジケータを
含み、前記第２のＳＡ情報はさらに、前記第２のＳＡ情報送信の現在の送信番号のインジ
ケータを含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第１のＳＡ情報はさらに、第１のタイミング情報を含み、前記第２のＳＡ情報はさ
らに、第２のタイミング情報を含む、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶するコンピュータ読取可
能な媒体であって、
　第１のサブフレームにおいて、第１のスケジューリング割当（ＳＡ）情報を送信するこ
とと、
　前記第１のサブフレームにおいて、第１のデータを送信することと、
　第２のサブフレームにおいて、第２のＳＡ情報を送信することと、
　前記第２のサブフレームにおいて、第２のデータを送信することと
　を行うためのコードを備え、



(25) JP 6888018 B2 2021.6.16

　ここにおいて、前記第１のＳＡ情報は、前記第１のデータおよび前記第２のデータに関
する情報を含み、
　前記第２のＳＡ情報は、前記第２のデータに関する情報を含む、コンピュータ読取可能
な媒体。
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